
  

第２４回「フォーラム２１」 

「「福福島島原原発発事事故故のの教教訓訓」」 

～政府の失敗と国家統治～ 

  

福島原発事故は、歴史に残る大事故でした。福島原発事故は、歴史に残る大事故でした。福島原発事故は、歴史に残る大事故でした。福島原発事故は、歴史に残る大事故でした。    

二度と同じような事故を起こしてはならない二度と同じような事故を起こしてはならない二度と同じような事故を起こしてはならない二度と同じような事故を起こしてはならない、、、、との覚悟の下、との覚悟の下、との覚悟の下、との覚悟の下、同志の国会議員同志の国会議員同志の国会議員同志の国会議員と共と共と共と共

に、に、に、に、憲政史上初憲政史上初憲政史上初憲政史上初めてめてめてめて、、、、１０人の専門家による、１０人の専門家による、１０人の専門家による、１０人の専門家による、法的調査権限を持つ、法的調査権限を持つ、法的調査権限を持つ、法的調査権限を持つ、独立した「独立した「独立した「独立した「国会国会国会国会

原発事故調査委員会原発事故調査委員会原発事故調査委員会原発事故調査委員会」」」」をををを国会に創設国会に創設国会に創設国会に創設致しました致しました致しました致しました。。。。そして、そして、そして、そして、真相究明のための真相究明のための真相究明のための真相究明のための聖域なき聖域なき聖域なき聖域なき

調査が進められ調査が進められ調査が進められ調査が進められ、本年７月、この事故は、本年７月、この事故は、本年７月、この事故は、本年７月、この事故は「「「「人災人災人災人災」」」」である、とである、とである、とである、としたしたしたした報告書がまとめられ報告書がまとめられ報告書がまとめられ報告書がまとめられまままま

した。した。した。した。    

今回今回今回今回、国会事故、国会事故、国会事故、国会事故調査委調査委調査委調査委の主査としての主査としての主査としての主査として、、、、報告書作成の中心を担った野村修也弁護報告書作成の中心を担った野村修也弁護報告書作成の中心を担った野村修也弁護報告書作成の中心を担った野村修也弁護

士に基士に基士に基士に基調講演を頂調講演を頂調講演を頂調講演を頂いたいたいたいた後、後、後、後、調査委員会創設に調査委員会創設に調査委員会創設に調査委員会創設に向けて向けて向けて向けて共に奔走した共に奔走した共に奔走した共に奔走した遠藤乙彦遠藤乙彦遠藤乙彦遠藤乙彦衆議院衆議院衆議院衆議院

議員議員議員議員と３人で、福島原発事故に見と３人で、福島原発事故に見と３人で、福島原発事故に見と３人で、福島原発事故に見るるるる国家統治への教訓国家統治への教訓国家統治への教訓国家統治への教訓、、、、私達の生活にかかわる私達の生活にかかわる私達の生活にかかわる私達の生活にかかわる今今今今

後の後の後の後の原子力規制原子力規制原子力規制原子力規制の在り方などの在り方などの在り方などの在り方などを徹底討論したいと思います。を徹底討論したいと思います。を徹底討論したいと思います。を徹底討論したいと思います。どうぞ、奮ってご参加下どうぞ、奮ってご参加下どうぞ、奮ってご参加下どうぞ、奮ってご参加下

さい。さい。さい。さい。    

「 フ ォ ー ラ ム ２ １ 」 主「 フ ォ ー ラ ム ２ １ 」 主「 フ ォ ー ラ ム ２ １ 」 主「 フ ォ ー ラ ム ２ １ 」 主 宰宰宰宰    

衆議院議員衆議院議員衆議院議員衆議院議員    塩崎塩崎塩崎塩崎    恭久恭久恭久恭久    

    

    

    

お問合せ先：塩崎やすひさ事務所お問合せ先：塩崎やすひさ事務所お問合せ先：塩崎やすひさ事務所お問合せ先：塩崎やすひさ事務所    （望月・岡）（望月・岡）（望月・岡）（望月・岡）    

松山市三番町４－７－１９松山市三番町４－７－１９松山市三番町４－７－１９松山市三番町４－７－１９        

ＴＥＬＴＥＬＴＥＬＴＥＬ    ０８９－９４１－４８４３０８９－９４１－４８４３０８９－９４１－４８４３０８９－９４１－４８４３    ＦＡＸＦＡＸＦＡＸＦＡＸ    ０８９－９４１－４８９４０８９－９４１－４８９４０８９－９４１－４８９４０８９－９４１－４８９４    

http://www.y-shiozaki.or.jp  E-mail shiozaki@yshiozaki@yshiozaki@yshiozaki@y----shiozaki.or.jpshiozaki.or.jpshiozaki.or.jpshiozaki.or.jp    

【日【日【日【日    時】時】時】時】    平成２４年１０月２８日（日）平成２４年１０月２８日（日）平成２４年１０月２８日（日）平成２４年１０月２８日（日）    １１１１３３３３：：：：０００００～１０～１０～１０～１５５５５：：：：３０３０３０３０    

                        国会事故調査委員会国会事故調査委員会国会事故調査委員会国会事故調査委員会    主査主査主査主査    

基 調 講基 調 講基 調 講基 調 講 演演演演            中中中中央央央央大大大大学学学学法科大学院教授法科大学院教授法科大学院教授法科大学院教授・弁護士・弁護士・弁護士・弁護士    野村野村野村野村    修也修也修也修也    

元元元元大阪市特別顧問大阪市特別顧問大阪市特別顧問大阪市特別顧問                

パ ネ リ スパ ネ リ スパ ネ リ スパ ネ リ ス トトトト            衆議衆議衆議衆議院議員院議員院議員院議員                            遠藤遠藤遠藤遠藤    乙彦乙彦乙彦乙彦    

コーディネータコーディネータコーディネータコーディネーターーーー            衆議院議員衆議院議員衆議院議員衆議院議員                                    塩崎塩崎塩崎塩崎    恭久恭久恭久恭久    

【場【場【場【場    所】所】所】所】    松山全日空ホテル松山全日空ホテル松山全日空ホテル松山全日空ホテル    

本館４Ｆ「ダイヤモンドボールルーム」本館４Ｆ「ダイヤモンドボールルーム」本館４Ｆ「ダイヤモンドボールルーム」本館４Ｆ「ダイヤモンドボールルーム」                    

愛媛県松山市一番町愛媛県松山市一番町愛媛県松山市一番町愛媛県松山市一番町 3333----2222----1111        (Tel(Tel(Tel(Tel：：：：089089089089----933933933933----5511551155115511))))    

【参加費【参加費【参加費【参加費】】】】    ５００円５００円５００円５００円    （（（（資料資料資料資料費込費込費込費込））））  
  
 



ＦＡＸ：０８９－９４１－４８９４ 

※お手数ですがＦＡＸか電話にてご返信下さい。    

    

フォーラム２１フォーラム２１フォーラム２１フォーラム２１    参加申込書参加申込書参加申込書参加申込書 

平成２４年１０月２８日（日） １３：００～１５：３０ 

松山全日空ホテル本館４Ｆ「ダイヤモンドボールルーム」 

 

ご 芳 名                 

ご 住 所                        

電 話 番 号                        

F A X 番 号                        

携 帯 番 号                        

メールアドレス                        

所属（団体名等）                        

    

[[[[追加参加者名追加参加者名追加参加者名追加参加者名]]]]    

参加者名参加者名参加者名参加者名    住住住住    所所所所    T E L メールアドレスメールアドレスメールアドレスメールアドレス    

                

                

                

                

                

    

お問合せ先：塩崎やすひさ事務所お問合せ先：塩崎やすひさ事務所お問合せ先：塩崎やすひさ事務所お問合せ先：塩崎やすひさ事務所    （望月・岡）（望月・岡）（望月・岡）（望月・岡）    

松山市三番町４－７－１９松山市三番町４－７－１９松山市三番町４－７－１９松山市三番町４－７－１９        

ＴＥＬＴＥＬＴＥＬＴＥＬ    ０８９－９４１－４８４３０８９－９４１－４８４３０８９－９４１－４８４３０８９－９４１－４８４３    ＦＡＸＦＡＸＦＡＸＦＡＸ    ０８９－９４１－４８９４０８９－９４１－４８９４０８９－９４１－４８９４０８９－９４１－４８９４    

http://www.y-shiozaki.or.jp  E-mail shiozaki@yshiozaki@yshiozaki@yshiozaki@y----shiozaki.or.jpshiozaki.or.jpshiozaki.or.jpshiozaki.or.jp 



「フォーラム２１」の歩み 

主宰  衆議院議員 塩崎恭久    

    テーマテーマテーマテーマ    講師講師講師講師    開催日開催日開催日開催日    

第１回 今回の政権交代の 

裏舞台と今後の政局 

ＮＨＫ政治部記者 

石村英二氏 

1987 年 11 月 28 日 

第２回 １ドル１００円時代は来るか 

 

米国ファースト・インターステートバンク・オブ・カリフォルニア本店上級副頭取 

中山茂氏 

1988 年 2 月 27 日 

第３回 世界の中のニッポン－ 

今日本は何をすべきか？ 

経済企画庁経済研究所長 

吉富勝氏 

1989 年 10 月 27 日 

第４回 世界経済裏表 日本銀行調査統計局調査役  

堀井昭成氏 

1990 年 7 月 27 日 

第５回 ９０年代の世界と日本の選択 インサイダー編集長   

高野孟氏 

1990 年 12 月 1 日 

第６回 ソ連崩壊の衝撃波と日本 筑波大学教授  秋野豊氏 1992 年 5 月 16 日 

第７回 日米経済摩擦の政治学 

 

米国電話電信会社日本支店総合政策本部長兼事業開発本部長 

グレン・フクシマ氏 

1992 年 9 月 19 日 

第８回 薬業界の現状と今後の展望 厚生省薬務局企画課課長補佐   

中野寛 氏 

1993 年 12 月 4 日 

第９回 新しい地方行政の 

高度情報化時代に向けて 

北海道開発庁農林水産課長（前国土庁土地局国土調査課長）

段本幸男氏 

1994 年 9 月 16 日 

第１０回 ウルグアイ・ラウンド後の日本の 

食料・農業・農村を考える 

農林水産省大臣官房上席企画官

皆川芳嗣氏 

1994 年 11 月 12 日 

第１１回 老いて美しく 

家族の愛とともに愛媛で 

朝日新聞論説委員 

大熊由紀子氏 

1995 年 12 月 3 日 

第１２回 緊急提言！今、日本が危ない

これからどうする 

石原伸晃、安倍晋三、根本匠、

岸田文雄、小野晋也代議士 

1997 年 7 月 4 日 

第１３回 にげるな！ひるむな！ 

介護保険 

参議院議員  阿部正俊氏 

朝日新聞論説委員 大熊由紀子氏 

愛媛大学名誉教授 渡部孟氏 

1999 年 8 月 21 日 

第１４回 緊急バトルトーク！ 

税金は１円も無駄にしない！ 

行政改革・規制改革担当大臣 

石原伸晃氏 

2001 年 7 月 19 日 

第１５回 日本はイラク復興支援に 

何ができるのか？ 

イラク クルド人自治政府保健大臣  ムハマド・ホーシュナウ氏

同保健省主席局長  ジャマール・オマル・トフィーク氏

ＮＧＯピースウィンズ・ジャパン  大西健丞氏

2002 年 8 月 2 日 



第１６回 「どうする介護保険！？」 

支え合う長寿社会への道 

厚生労働省老健局振興課長 

香取照幸氏 

愛媛県立医療技術大学教授・愛媛県高齢者保健福祉計画等推進委員会副会長

宮内清子氏 

ＮＰＯ法人「湘南ふくしネットワークオンブズマン」理事・厚生労働省社会保障審議会介護保険部会委員 

小川泰子氏 

2004 年 7 月 31 日 

第１７回 「自立と社会参加」 

新たな助け合いを目指して 

厚生労働省社会・援護局障害保険福祉部企画課長  

村木厚子氏 

愛媛大学付属病院中央診療施設医療福祉支援センター副センター長

櫃本真聿氏 

2005 年 6 月 11 日 

第１８回 「今こそ、責任ある政治を！」  

安心と希望の未来へ 

参議院議員 

山本一太氏 

2007 年 11 月 10 日 

第１９回 「日本の進むべき道」 

この国の未来を語ろう 

参議院議員 

世耕弘成氏 

2008 年 4 月 19 日 

第２０回 障害者自立支援法を見直し 

暮らしの声を政策に 

厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部企画課長

蒲原基道氏 

愛媛大学付属病院中央診療施設医療福祉支援センター副センター長

櫃本真聿氏 

2008 年９月２８日 

第２１回 地域で育む、我が子・人の子・みんなの子 

産む喜び、育てる楽しさ 

内閣府特命担当大臣（少子化対策・男女共同参画） 

小渕優子氏 

松山市小中学校 PTA 連合会 会長 

中村和憲氏 

社会福祉士  

友川礼氏 

2009 年２月２８日 

第２２回 感染症のプロ、「世界の中の日本」を語る 自治医科大学教授・元ＷＨＯ西太平洋事務局長

尾身茂氏 

2009 年 12 月 26 日 

第２３回 「がんに克つ  

より良いがん対策へ」 

日本医療政策機構 理事 

埴岡健一氏 

愛媛県議会がん対策推進議員連盟 会長 

岡田志朗氏 

国立病院機構四国がんセンター 

谷水正人氏 

ＮＰＯ法人愛媛がんサポートおれんじの会 理事長 

松本陽子氏 

2010 年 9 月

12 日 

 


